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▼
日　

時　

12
月
５
日
（
日
）　

　
　
　
　
　
　
　

９
時
40
分
〜
14
時
30
分

　

▼
場　

所　

　
　

滋
賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館

　
　
　
　
（
米
原
市
下
多
良
二
丁
目
１
３
７
）

　

▼
参
加
費　

無
料

　

▼
申
込
方
法　

　

参
加
ご
希
望
の
方
に
は
、
参
加
票

を
お
渡
し
し
ま
す
。
ま
た
、
高
島
市

よ
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

の
で
、
11
月
25
日
（
木
）
ま
で
に
人

権
施
策
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

・

人
権
施
策
課

　

（
２
５
）
８
５
２
４

　

児
童
作
家
の
今
関
信
子
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
子
育
て
の
今
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い

て
考
え
る
講
演
・
読
書
会
を
行
い
ま
す
。

　

▼
日　

時　

11
月
28
日(

日
）

　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

▼
場　

所　

今
津
図
書
館　

視
聴
覚
室

　

▼
定　

員　

60
人

　

▼
そ
の
他　

託
児
あ
り（
要
事
前
申
込
）

　
　

・

子
育
て
支
援
課

　

（
２
５
）
８
１
３
６

　

一
人
で
悩
み
を
抱
え
る
の
が
つ
ら
い
と

感
じ
た
時
、
話
を
聞
い
て
も
ら
う
と
心
が

軽
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
専
門
の
女

性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
あ
な
た
の
悩
み
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
、
あ
な
た
に
あ
っ
た

解
決
の
手
が
か
り
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
す
。

　

▼
相
談
日
・
場
所

　
《
働
く
女
性
の
家
》

　
　

12
月
１
日
（
水
）、
11
日
（
土
）、

 
 
 
 

15
日
（
水
）

　
《
安
曇
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

団
体
活
動
室
》

　
　

12
月
22
日
（
水
）

　

▼
時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分　

　
　
　
　
　
　

※
相
談
時
間
は
50
分

　

▼
対
象
者　

　
　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

　

▼
申
込
方
法　

　
　

専
用
電
話
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
予
約
制
）

　
　

専
用
電
話　
（
２
２
）
４
０
５
２

　
　

受
付
時
間　

９
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
　
　
（
火
〜
土
曜
日
）

【
男
性
の
た
め
の
悩
み
相
談
】

　

滋
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の

「
男
女
共
同
参
画
相
談
室
」
を
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
専
用
電
話　

　
　

０
７
４
８
（
３
７
）
８
７
３
９

　

相
談
日
時

　
　

○
火
・
水
・
金
・
土
・
日
曜
日

　
　
　

９
時
〜
正
午
、
13
時
〜
17
時

　
　

○
木
曜
日

　
　
　

９
時
〜
正
午
、
17
時
〜
20
時
30
分

　　

ど
ち
ら
の
相
談
機
関
も
、
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
支
援
課

　

（
２
５
）
８
５
２
６

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場

に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ
た
女
性
を

め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る

た
め
、電
話
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
は
、
全
国
一

斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間
と
し
て
受
付
日
時
を
拡
大
し
て
、
電

話
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

　

▼
相
談
日
時　

　
　

11
月
15
日
（
月
）
〜
21
日
（
日
）　

　
　
　

８
時
30
分
〜
19
時

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
10
時
〜

17
時

※
通
常
相
談
・
・
月
〜
金
曜
日
（
年

始
・
年
末
を
除
く
）
８
時
30
分
〜

17
時
15
分

　

▼
相
談
員

大
津
地
方
法
務
局
職
員
・
滋
賀
県
連

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員

　

▼
相
談
先

大
津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
事
務

室
内

　
　

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

人
権
施
策
課

　

（
２
５
）
８
５
２
４

　

生
活
保
護
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
お
悩
み

に
つ
い
て
、
司
法
書
士
が
無
料
電
話
相
談

を
行
い
ま
す
。

　

▼
日　

時　

11
月
21
日
（
日
）　

 
 
 
 
 
 
 

10
時
〜
16
時

　

▼
相
談
受
付　

　
　

０
１
２
０
（
０
５
２
）
０
８
８

　
　
　
　
　
（
全
国
共
通
・
通
話
料
無
料
）

　
　

※
無
料
・
事
前
予
約
不
要

滋
賀
県
司
法
書
士
青
年
会

　

０
７
４
８
（
２
０
）
２
０
７
６

女
性
の
た
め
の
悩
み
相
談
室

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

全
国
一
斉
生
活
保
護
１
１
０
番

家
族
が
う
つ
病
に
な
っ
た
ら

　

う
つ
病
は
誰
で
も
な
り
得
る
病
気
で

す
が
、
実
際
に
家
族
の
誰
か
が
う
つ
病

に
な
っ
た
と
き
、
家
族
自
身
が
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
、
動
揺
し
ま
す
。
将
来
へ
の

不
安
は
「
出
口
の
な
い
ト
ン
ネ
ル
」
と

表
現
す
る
人
も
い
ま
す
が
、
出
口
は
必

ず
あ
り
ま
す
。
病
気
や
薬
に
つ
い
て
話

せ
る
相
談
相
手
を
見
つ
け
、
一
人
で
抱

え
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家
族
が
直
面
す
る
問
題

○ 

悪
者
探
し

　

家
族
の
誰
か
が
う
つ
病
に
な
っ
た
ら

「
な
ぜ
、
誰
の
せ
い
で
う
つ
病
に
な
っ

た
の
か
」
と
「
悪
者
探
し
」
を
し
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
う
つ
病
の
原
因
は
脳

の
神
経
伝
達
物
質
の
乱
れ
で
あ
り
、
家

族
や
患
者
本
人
に
「
悪
者
」
は
い
ま
せ

ん
。「
悪
者
探
し
」
を
す
る
あ
ま
り
、

家
族
関
係
が
壊
れ
て
し
ま
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。
う
つ
病
の
治
療
に
は
家
族
の

　　ショック期

気持ちを切り換え、希望を見出せるよう
になる。

うつ病という診断に驚き、この先どうし
たらいいのか分からない。

「診断が間違っているのではないか？」
と思い、病気を認めたくない。ときに医
師や患者本人、周囲へ怒りを感じる。

将来への不安や誰にも相談できない悩み
を抱え、家族自身が落ち込み、周囲から
の孤立を感じる。

いくら考えても解決方法が見つからず、
募る悩みや気持ちに疲れ、家族が「どう
でもいい」と思う。

病気を受け入れるまでの気持ちの変化病気を受け入れるまでの気持ちの変化

見
守
り
と
協

力
が
必
要
で

す
。
う
つ
病

は
治
る
病
気

で
す
。
家
族

み
ん
な
で
治

療
に
取
り
組

み
ま
し
ょ

う
。

○ 

経
済
的
な
不
安

○ 
夫
婦
生
活

　

一
家
の
働
き
手
が
う
つ
病
に
な
っ
た

ら
、
経
済
的
な
不
安
が
起
こ
り
ま
す
。

生
活
費
に
つ
い
て
は
傷
病
手
当
、
医
療

費
に
つ
い
て
は
自
立
支
援
医
療
費
公
費

負
担
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
傷
病
手
当

　

会
社
員
な
ど
健
康
保
険
の
被
保
険
者

が
病
気
や
け
が
の
た
め
に
働
く
こ
と
が

出
来
ず
、
連
続
し
て
３
日
以
上
休
ん
だ

と
き
に
、
休
職
４
日
目
か
ら
給
料
の
６

割
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
な
お
、

健
康
保
険
の
被
扶
養
者
、
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
、
任
意
継
続
被
保
険
者

は
傷
病
手
当
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
に
は
所
定
の
書
類
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
勤
務
先
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
自
立
支
援
医
療
費
公
費
負
担
制
度

　

う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
に
つ
い
て

の
通
院
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
一
部

を
公
費
で
負
担
す
る
制
度
で
す
。
初
め

て
の
申
請
に
は
医
師
の
診
断
書
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
医
師
と
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
市
役
所
障
害
福

祉
課
も
し
く
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

う
つ
病
の
症
状
の
１
つ
に
性
欲
の
低

下
が
あ
り
ま
す
。（
薬
の
副
作
用
で
も

起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）
性
欲
の

低
下
は
病
気
の
回
復
と
と
も
に
、
自
然

と
回
復
し
て
き
ま
す
。
ソ
フ
ァ
に
一
緒

に
座
る
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
、
手
を

つ
な
ぐ
等
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
増
や
す

こ
と
も
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
の
精

神
的
安
定
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

う
つ
病
の
本
人
は
自
分
の
気
持
ち
を

周
囲
の
人
に
伝
え
た
り
、
物
事
を
決
断

す
る
こ
と
が
苦
手
で
す
。
い
く
つ
か
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
浮
か
ん
で
き
た
「
本
人

が
家
族
に
望
む
こ
と
」
を
参
考
に
、
家

族
も
一
緒
に
治
療
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

本
人
が

　

家
族
に
望
む
こ
と

・
う
つ
病
そ
の
も
の
へ
の
詳
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。

・
今
の
状
態
は
怠
け
て
い
る
の
で
は
な

く
、
う
つ
病
の
症
状
で
あ
る
と
理
解

し
て
ほ
し
い
。

・
う
つ
病
で
あ
っ
て
も
普
段
と
変
わ
ら

ず
接
し
て
ほ
し
い
。

・
病
気
の
つ
ら
い
気
持
ち
を
聞
い
て
ほ

し
い
。理
解
し
よ
う
と
し
て
ほ
し
い
。

・
励
ま
し
ば
か
り
で
な
く
、
そ
っ
と
見

守
っ
て
ほ
し
い
。

１

２

３

４

５

　　否認期

　　孤立期

　　無力期

　　受容期
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こころ
の
健  康

本人が家族に望むこと

お
話
と
公
開
読
書
会

「
子
育
て
の
い
ま 

と 

こ
れ
か
ら
」

※
主
催　

高
島
市
里
親
会


